
(57)【要約】

【課題】

　内視鏡の先端部から放出される気泡が排水循環口に吸

引されることを防止し、廃液及び薬液を排水循環口から

効率的に強制排水又は強制回収するために内視鏡洗浄装

置の内視鏡規制部材を提供することにある。

【解決手段】

　格子状又は網状で、内視鏡洗浄装置の洗浄槽内の廃液

及び薬液を排水又は回収するための排水循環口を覆うよ

うに設けられ、内視鏡の先端部が当接することにより、

先端部を排水循環口から所定距離離隔させることを特徴

とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 格 子 状 又 は 網 状 で 、 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 洗 浄 槽 内 の 廃 液 及 び 薬 液 を 排 水 又 は 回 収 す る た め
の 排 水 循 環 口 を 覆 う よ う に 設 け ら れ 、 内 視 鏡 の 先 端 部 が 当 接 す る こ と に よ り 、 該 先 端 部 を
該 排 水 循 環 口 か ら 所 定 距 離 離 隔 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 内 視 鏡 の 先 端 部 と 前 記 排 水 循 環 口 と の 距 離 が 、
前 記 洗 浄 槽 内 の 廃 液 及 び 薬 液 を 該 排 水 循 環 口 か ら 強 制 排 水 又 は 強 制 回 収 し た と き 、 該 内 視
鏡 の 先 端 部 等 か ら 出 た 気 泡 が 該 排 水 循 環 口 に 吸 引 さ れ な い 距 離 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 逆 椀 状 で 前 記 洗 浄 槽 方 向 に 突 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視
鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 排 水 循 環 口 に 係 止 す る 係 止 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず
れ か に 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 視 鏡 よ り 柔 ら か い 樹 脂 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か
に 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 洗 浄 槽 内 の 廃 液 及 び 薬 液 を 回 収 す る た め の 排 水 循 環 口 に 設
け ら れ る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 使 用 さ れ た 内 視 鏡 を 洗 浄 す る 装 置 と し て 内 視 鏡 洗 浄 装 置 が 用 い ら れ て い る 。
こ の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 は 、 内 視 鏡 を 載 置 し た 洗 浄 槽 内 に 水 や 薬 液 を 流 し 込 ん で 内 視 鏡 を 洗 浄
す る も の で あ る 。 本 件 出 願 人 は 、 洗 浄 に 掛 か る 時 間 を 短 縮 す る た め 特 許 文 献 １ に 示 す 発 明
を 提 案 し た 。 特 許 文 献 １ に 示 す 発 明 は 、 内 視 鏡 の 洗 浄 ・ 消 毒 工 程 に お い て 、 洗 浄 槽 内 に 蓄
積 さ れ た 水 又 は 薬 液 を 洗 浄 槽 の 排 水 循 環 口 か ら ポ ン プ 及 び 切 換 バ ル ブ を 介 し て 直 接 洗 浄 槽
よ り 強 制 廃 液 又 は 強 制 回 収 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ７ ６ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 偶 発 的 に 内 視 鏡 の 先 端 部 が 洗 浄 槽 の 排 水 循 環 口 の 近 傍 に 位 置 し た 状 態 で
廃 液 又 は 薬 液 を 強 制 廃 液 又 は 強 制 回 収 す る と 、 内 視 鏡 の 先 端 か ら 放 出 さ れ た 気 泡 も 排 水 循
環 口 に 吸 い 込 ま れ 、 ポ ン プ の 吸 引 性 能 を 低 下 さ せ る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら 放 出 さ れ る 気
泡 が 排 水 循 環 口 に 吸 引 さ れ る こ と を 防 止 し 、 廃 液 及 び 薬 液 を 排 水 循 環 口 か ら 効 率 的 に 強 制
排 水 又 は 強 制 回 収 す る た め に 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 は 、 格 子 状 又 は 網 状 で 、 内 視 鏡 洗 浄 装
置 の 洗 浄 槽 内 の 廃 液 及 び 薬 液 を 排 水 又 は 回 収 す る た め の 排 水 循 環 口 を 覆 う よ う に 設 け ら れ
、 内 視 鏡 の 先 端 部 が 当 接 す る こ と に よ り 、 先 端 部 を 排 水 循 環 口 か ら 所 定 距 離 離 隔 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 は 、 内 視 鏡 の 先 端 部 と 排 水 循 環 口 と の
距 離 が 、 洗 浄 槽 内 の 廃 液 及 び 薬 液 を 排 水 循 環 口 か ら 強 制 排 水 又 は 強 制 回 収 し た と き 、 内 視
鏡 の 先 端 部 等 か ら 出 た 気 泡 が 排 水 循 環 口 に 吸 引 さ れ な い 距 離 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 は 、 逆 椀 状 で 洗 浄 槽 方 向 に 突 出 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 は 、 排 水 循 環 口 に 係 止 す る 係 止 部 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 は 、 内 視 鏡 よ り 柔 ら か い 樹 脂 製 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 先 端 部 が 内 視 鏡 規 制 部 材 に 当 接 す る こ
と に よ り 、 先 端 部 を 排 水 循 環 口 か ら 所 定 距 離 離 隔 さ せ 、 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら 放 出 さ れ る 気
泡 が 排 水 循 環 口 に 吸 引 さ れ る こ と を 防 止 し 、 廃 液 及 び 薬 液 を 排 水 循 環 口 か ら 効 率 的 に 強 制
排 水 又 は 強 制 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 逆 椀 状 で 洗 浄 槽 方 向 に 突 出 す る こ と か ら 、 内 視 鏡 の 先 端 部 を
確 実 に 排 水 循 環 口 か ら 所 定 距 離 離 隔 可 能 で 、 廃 液 及 び 薬 液 を 排 水 循 環 口 か ら 効 率 的 に 強 制
排 水 又 は 強 制 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 排 水 循 環 口 に 係 止 す る 係 止 部 を 備 え る こ と で 、 内 視 鏡 規 制 部
材 の 排 水 循 環 口 か ら の 脱 離 を 防 止 し 、 内 視 鏡 の 先 端 部 を 確 実 に 排 水 循 環 口 か ら 所 定 距 離 離
隔 可 能 で 、 廃 液 及 び 薬 液 を 排 水 循 環 口 か ら 効 率 的 に 強 制 排 水 又 は 強 制 回 収 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 よ り 柔 ら か い 樹 脂 製 で あ る こ と か ら 、 内 視 鏡 の 損 傷 を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。 本 発 明 の 形 態 に お
け る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 は 、 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 洗 浄 槽 内 の 廃 液 及 び 薬 液 を 排
水 又 は 回 収 す る た め の 排 水 循 環 口 に 設 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 一 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 に 係
る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 同 内 視 鏡 規 制 部
材 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ４ は 、 同 内 視 鏡 規 制 部 材 の 装 着 方 法 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。 図 ５ は 、 同 内 視 鏡 規 制 部 材 の 機 能 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 に お い て 、 内 視 鏡 洗 浄 装 置 １ は 、 内 視 鏡 洗 浄 装 置 本 体 ５ の 上 面 に 、 内 視 鏡 ３ を 収 め る
洗 浄 槽 ６ を 備 え る 。 こ の 洗 浄 槽 ６ は 、 内 視 鏡 ３ を 収 め た 状 態 で 洗 浄 水 や 薬 液 Ｗ を 満 た し 、
そ れ ら 液 体 の 流 れ に よ り 内 視 鏡 ３ を 洗 浄 す る た め の 槽 で あ る 。 洗 浄 槽 ６ の 底 部 に は 、 廃 液
や 薬 液 Ｗ を 排 水 し た り 循 環 さ せ る た め の 排 水 循 環 口 ７ が 設 け ら れ て い る 。 尚 、 内 視 鏡 洗 浄
装 置 １ の 操 作 は 、 内 視 鏡 洗 浄 装 置 本 体 ５ 上 面 正 面 に 設 け ら れ た 操 作 パ ネ ル ８ で 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 洗 浄 槽 ６ の 排 水 循 環 口 ７ に は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 円 筒 状 で 上 面 に 網 ２ ２ を 備
え る 排 水 目 皿 ２ ０ が 挿 嵌 さ れ て い る 。 こ の 排 水 目 皿 ２ ０ の 上 面 に は 、 網 ２ ２ を 跨 ぐ よ う に
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逆 Ｕ 字 形 の 取 手 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 排 水 循 環 口 ７ の 下 方 か ら は パ イ プ ２ ５ が 伸 び 、 図
示 し な い ポ ン プ に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 排 水 循 環 口 ７ の 排 水 目 皿 ２ ０ の 上 部 に は 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １
０ が 装 着 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ は 、 略 逆 椀 状 で 、 廃 液 や 薬 液 Ｗ が 排 水 循 環
口 ７ に 流 入 可 能 な 格 子 状 で 、 排 水 循 環 口 ７ を 覆 う よ う に 循 環 槽 ６ 内 に 突 出 し て 設 け ら れ て
い る 。 格 子 の 間 隔 は 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 ３ ａ が 嵌 り 込 ま な い 間 隔 で 、 例 え ば 約 ６ ｍ ｍ ～ 約
９ ｍ ｍ で あ る 。 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 高 さ は 、 例 え ば 約 ２ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 内 視 鏡 規
制 部 材 １ ０ は 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 ３ ａ が 当 接 し て も 内 視 鏡 ３ が 傷 つ か な い 硬 度 を 有 す る 例
え ば 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 側 に リ ブ 状 に 突 出 す る 係
止 部 １ １ 及 び ガ イ ド １ ２ ， １ ３ と を 備 え て い る 。 係 止 部 １ １ は 、 内 側 中 央 か ら 突 出 す る 板
状 の 突 起 で 、 中 央 に 溝 １ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ガ イ ド １ ２ ， １ ３ は 、 係 止 部 １ １
を 挟 む よ う に 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 内 側 か ら 突 出 す る 棒 状 の 突 起 で 、 係 止 部 １ １ に 対 向 す
る 面 に Ｕ 字 状 の 溝 １ ２ ａ ， １ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 係 止 部 １ １ の 溝 １ １ ａ が 、
排 水 目 皿 ２ ０ の 取 手 ２ １ の 水 平 部 分 に 嵌 合 す る と 共 に 、 ガ イ ド １ ２ ， １ ３ の 溝 １ ２ ａ ， １
３ ａ が そ れ ぞ れ 取 手 ２ １ の 鉛 直 部 分 に 当 接 す る こ と で 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ が 排 水 循 環 口
７ に 設 け ら れ た 排 水 目 皿 ２ ０ に 装 着 さ れ る 。 尚 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 上 部 両 脇 に は 格 子
を 凹 状 に し た 凹 部 １ ４ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 凹 部 １ ４ を 指 で 摘 ん で 扱 う こ と に よ り 、 排
水 循 環 口 ７ へ の 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 着 脱 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 機 能 を 説 明 す る 。 ま ず 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ が 排 水 循 環 口
７ に 設 け ら れ て い な 場 合 を 図 ５ （ ａ ） に よ り 説 明 す る 。 図 ５ （ ａ ） で は 、 薬 液 Ｗ が 洗 浄 槽
６ に 満 た さ れ た 状 態 で 洗 浄 槽 ６ 内 の 内 視 鏡 ３ の 洗 浄 が 行 わ れ る 。 そ し て 、 洗 浄 が 終 了 し た
後 、 ポ ン プ が 動 作 し 洗 浄 槽 ６ 内 の 薬 液 Ｗ が 、 図 中 の 矢 印 に 示 す よ う に 、 排 水 循 環 口 ７ か ら
排 水 目 皿 ２ ０ を 介 し て パ イ プ ２ ５ を 通 し て 強 制 回 収 さ れ る 。 こ の 時 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 ３
ａ が 偶 発 的 に 排 水 循 環 口 ７ の 近 傍 に 位 置 し 、 先 端 部 ３ ａ か ら 内 視 鏡 ３ 内 部 の 空 気 が 排 出 さ
れ た 場 合 に は 、 そ の 気 泡 Ｂ が 薬 液 Ｗ と 共 に ポ ン プ 方 向 に 吸 い 込 ま れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ が 排 水 循 環 口 ７ に 設 け ら れ て い る 場 合 を 図 ５ （ ｂ ） に よ り 説
明 す る 。 図 ５ （ ｂ ） で は 、 薬 液 Ｗ が 洗 浄 槽 ６ に 満 た さ れ た 状 態 で 洗 浄 槽 ６ 内 の 内 視 鏡 ３ の
洗 浄 が 行 わ れ る 。 そ し て 、 洗 浄 が 終 了 し た 後 、 ポ ン プ が 動 作 し 洗 浄 槽 ６ 内 の 薬 液 Ｗ が 、 図
中 の 矢 印 に 示 す よ う に 、 排 水 循 環 口 ７ か ら 排 水 目 皿 ２ ０ を 介 し て パ イ プ ２ ５ を 通 し て 強 制
回 収 さ れ る 。 こ の 時 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 ３ ａ が 偶 発 的 に 排 水 循 環 口 ７ の 近 く に 位 置 し た と
し て も 、 先 端 部 ３ ａ は 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ に 当 接 し 所 定 距 離 以 上 に 排 水 循 環 口 ７ に 接 近 す
る こ と は な い 。 こ の 状 態 で 、 先 端 部 ３ ａ か ら 内 視 鏡 ３ 内 部 の 空 気 が 排 出 さ れ た 場 合 、 そ の
気 泡 Ｂ は 、 薬 液 Ｗ と 共 に ポ ン プ 方 向 に 吸 い 込 ま れ る こ と な く 、 浮 力 が ポ ン プ の 吸 引 力 に 勝
っ て 薬 液 Ｗ の 水 面 方 向 に 上 昇 し 気 中 に 放 出 さ れ る 。 尚 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 高 さ 、 す な
わ ち 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 ３ ａ と 排 水 循 環 口 ７ と の 距 離 は 、 洗 浄 槽 ６ 内 の 廃 液 及 び 薬 液 Ｗ を 排
水 循 環 口 ７ か ら 強 制 排 水 又 は 強 制 回 収 し た と き 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 か ら 出 た 気 泡 Ｂ が 排 水
循 環 口 ７ に 吸 引 さ れ な い 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 例 の 内 視 鏡 洗 浄 装 置 １ の 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ は 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部
３ ａ が 当 接 す る こ と に よ り 、 先 端 部 ３ ａ を 排 水 循 環 口 ７ か ら 所 定 距 離 離 隔 さ せ 、 先 端 部 ３
ａ か ら 放 出 さ れ る 気 泡 Ｂ が 排 水 循 環 口 ７ に 吸 引 さ れ る こ と を 防 止 し 、 廃 液 及 び 薬 液 Ｗ を 排
水 循 環 口 ７ か ら 効 率 的 に 強 制 排 水 又 は 強 制 回 収 す る こ と が で き る 。 尚 、 本 実 施 例 及 び 図 面
に 示 す 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 形 状 は 一 例 に す ぎ ず 、 格 子 状 に 限 ら ず 網 状 等 、 廃 液 及 び 薬 液
Ｗ を 流 通 さ せ る と 共 に 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 ３ ａ を 排 水 循 環 口 ７ か ら 所 定 距 離 離 隔 さ せ る こ
と が で き る 形 状 で あ れ ば よ い 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ が 逆 椀 状 で 洗 浄 槽 ６ 方 向 に 突 出 す る こ と か ら 、 内 視 鏡 ３ の 先
端 部 ３ ａ を 確 実 に 排 水 循 環 口 ７ か ら 所 定 距 離 離 隔 可 能 で 、 廃 液 及 び 薬 液 Ｗ を 排 水 循 環 口 ７
か ら 効 率 的 に 強 制 排 水 又 は 強 制 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ が 排 水 循 環 口 ７ に 係 止 す る 係 止 部 １ １ を 備 え る こ と で 、 内
視 鏡 規 制 部 材 １ ０ の 排 水 循 環 口 ７ か ら の 脱 離 を 防 止 し 、 内 視 鏡 ３ の 先 端 部 ３ ａ を 確 実 に 排
水 循 環 口 ７ か ら 所 定 距 離 離 隔 可 能 で 、 廃 液 及 び 薬 液 Ｗ を 排 水 循 環 口 ７ か ら 効 率 的 に 強 制 排
水 又 は 強 制 回 収 す る こ と が で き る 。 尚 、 本 実 施 例 及 び 図 面 に 示 す 係 止 部 １ １ の 形 状 は 一 例
に す ぎ ず 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ を 確 実 に 排 水 循 環 口 ７ に 装 着 で き る 形 状 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ が 内 視 鏡 ３ よ り 柔 ら か い 樹 脂 製 で あ る こ と か ら 、 内 視 鏡 ３
の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 規 制 部 材 １ ０ は 、 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら 放 出 さ れ る 気 泡 が
排 水 循 環 口 に 吸 引 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と か ら 、 廃 液 及 び 薬 液 を 強 制 排 水 又 は 強 制 回 収
す る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 一 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 浄 装 置 の 内 視 鏡 規 制 部 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 内 視 鏡 規 制 部 材 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 内 視 鏡 規 制 部 材 の 装 着 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 内 視 鏡 規 制 部 材 の 機 能 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 視 鏡 洗 浄 装 置
３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 視 鏡
５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 視 鏡 洗 浄 装 置 本 体
６ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 洗 浄 槽
７ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 排 水 循 環 口
８ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 操 作 パ ネ ル
１ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 視 鏡 規 制 部 材
１ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 係 止 部
１ ２ ， １ ３ ・ ・ ・ ガ イ ド
１ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 凹 部
２ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 排 水 目 皿
２ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 取 手
２ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 網
２ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ パ イ プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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